
北日本新聞 2021.02.23 

 

 

 

Ｑ－いろんな場所で食品ロスを減らす動きが出ているね。 

Ａ－食品ロスとは、本来食べられるのに捨てられてしまう食品（可食部）のことです。 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）のターゲットの一つに、２０３０年までに小売・消費レ

ベルで世界全体の１人当たりの食料廃棄の半減が盛り込まれ、国際的にも関心が高まって

います。 

 

Ｑ－全国の食品ロスはどれくらいかな。 

Ａ－２０１７年度の農林水産統計によると、年間約２５５０万トンの食品廃棄物が排出さ

れ、うち６１２万トンが食品ロスとされています。家庭と事業者（食品関連）でおよそ

半々です。 

 

Ｑ－富山県の食品ロスはどれくらいかな。 

Ａ－県の調査によると、県全体の食品廃棄物の量は年間１７万トン（うち家庭８・８万ト

ン、事業者８・２万トン）、うち食品ロスは４・３万トン（うち家庭２・７万トン、事業

者１・６万トン）と推計されています。 

 

Ｑ－家庭ではどんな取り組みが必要かしら。 

Ａ－キーワードは三つ、「買いすぎない」「使い

きる」「食べきる」です。富山県は「手付かず」

で廃棄される割合が全国平均を上回っています。

買い物の前には冷蔵庫などをチェックし、「必要

な食品を、必要な時に、必要な量だけ購入」「す

ぐに使うものは陳列棚の手前から購入」する習慣

が大切です。まず「消費期限」と「賞味期限」の違いをきちんと理解しておきましょう。 

 

Ｑ－事業者に求められることは。 

Ａ－生産者や食品メーカーでは「規格外品の活用」、小売店では「売りきりの推進」、飲

食店では「食べきりの推奨」などが大切になります。１８年の世界の食糧援助量は約３９

０万トン、日本はこの約１・６倍の食品ロスを排出しており、しっかりと削減に取り組み

たいものです。 

（北陸経済研究所の熊野和夫が解説しました。） 

食品ロスって？ 
 

◆食べられるのに廃棄／家庭・事業者で４．３万トン 

2020年 4月「富山県食品ロス削減推進計画」より 


